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参考資料２

式と計算（第４学年）指導計画

次 時 主 眼 主な学習活動 支援・評価のポイント ◎評価

一 １ ○自分なりの式や友達 ・言葉の式などを基に ・買い物場面の模擬体験を通して

の式を比較、検討し （ ）を用いて、加 具体物を使った問題をつかませ

（

、

本 一つの式にするよさ 法と減法の混じった る。

（

時 に気付くことができ ４要素３段階の文章 ・自分なりの式を自分の言葉で説

る。 問題を一つの式に表 明できるように言葉の式などを

） ）

を す。 手掛かりに立式させる。

使 ・お互いが考えた式を ・実生活でも使われているのはど

っ 検討する。 んな式かという観点で、自分な

た りの式や友達の式を比較、検討

式 し、一つの式にするよさに気付

かせる。

３ ・示された式から問題 ・一つの式にして計算できるよう

時 を作り、一つの式で な問題を作らせる。

間 もいろいろな問題場 ◎自分なりの式や友達の式を比

面に適用できること 較、検討し、一つの式にするよ

を知る。 さに気付くことができたか。

２ ○乗法と除法の混合式 ・乗法と除法の２段階 ・問題場面の模擬体験を通して、

の立式の仕方と計算 の文章問題を（ ） 具体物を使い、問題をつかませ

順序を理解すること を用いて、一つの式 る。

ができる。 に表す。 ・自由に考えさせ、必要に応じて

・示された式から問題 言葉の式をヒントとして与え

を作り、一つの式で る。

もいろいろな問題場 ・教師が示した一つの式から、自

面に適用できること 分 な り の 文 章 問 題 を 作 ら せ

を知る。 る。

・○÷(▲×△)と立式 ・○÷(▲×△)と立式できる文章

できる文章問題を考 問題を考えることが難しい子ど

え、互いに問題を解 もには数字を入れた式を与え

き合い、答え合わせ て、文章問題を作らせる。

をする。 ◎乗法と除法の混合式の立式の仕

方と計算順序が理解できたか。

３ ○練習問題を解き、 ・練習問題を解き、答 ・自分の作った式を自分の言葉で

（ ）を使った問題 え合わせをする。 説明させる。

を 作 る こ と が で き ・ ）を使って立式 ・問題作りが難しい児童には、個（

る。 できるような問題作 別に買い物などの場面を想起さ

りをし、お互いに問 せ 問題を作らせるようにする｡、

題を解き合い、答え ◎（ ）を使った問題作りができ

合わせをする。 たか。
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次 時 主 眼 主な学習活動 支援・評価のポイント ◎評価

二 １ ○加減乗除や（ ）の ・ ）を使って立式 ・計算順序の理解が難しい児童に（

混在した計算の順序 した際、乗除の式に は、言葉の式をヒントに導かせ

計 を知り、正しく計算 は（ ）を省略する るようにする。

算 できる。 ことを知る。 ・加減と乗除が混在する式は、乗

の ・加減乗除や（ ）の 除を優先するという決まりから

順 混在するいろいろな （ ）を省略する場合もあり、

序 式の計算順序を考え より簡潔な式になるというよさ

て練習問題を解く。 に気付かせる。

２

時 ・左から順に ◎加減乗除や（ ）の混在する計

間 ・ ）を先に 算を正しく理解することができ（

・乗除を優先 たか。

２ ○計算順序の決まりを ・３を四つ使って０か ・３人で協力して計算式を作らせ

理解し、正しく計算 ら９が答えとなるよ る。

することができる。 うな計算式をみんな ・答えが同じ数字でも、いろいろ

で作る。 な式が考えられることに気付か

・４を四つ使って０か せる。

ら９が答えとなるよ ・４を四つ使った立式に個別に取

うな計算式を個別に り組ませる。

作る。 ・立式ができない児童には、個別

にヒントを与える。

◎計算順序の決まりの理解ができ

たか。

自ら考える力を育てる学習指導に関する研究 －小学校算数科－


